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主な内容

予算総額274億4,458万円／一般会計の状況／平成18年度の主な事業 
２～５ 平成18年度　予算 

改正の3つのポイント「介護予防」「公平な負担」「介護サービス」／など 
６～７ 介護保険が新しくなりました 

火災予防診断を実施／半原保存会が全国表彰／瑞浪Ｃ・Ｐ新たに2社が進出／など 
８～９ みんなの広場 

臨時職員登録のお知らせ／標準小作料が改定されました／相談コーナー／など 
10～11 お知らせ 

麻しん・風しん予防接種／ＢＣＧ予防接種／がん検診／乳幼児健診・相談／など 
12 健康だいすき 

▲高橋尚子（Ｑちゃん）と走ろう！2,500人がさわやかな汗（３月５日）
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平
成
18
年
度
の
当
初
予
算
が
２
月
22
日
か
ら 

　
　
　
　
開
か
れ
た
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
し
ま
し
た
。 

　
平
成
18
年
度
の
本
市
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
1.9
％
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
で
は
、
平
成
17
年
度
に
弓
道
場
・
日

吉
中
学
校
建
設
、
市
道
上
平
山
田
団
地
線
道
路
改
良
工
事
な
ど
の

大
き
な
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
対
前
年
度
比
2.5
％
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計
等
で
は
、
制
度
改
正
に

よ
る
介
護
予
防
の
充
実
や
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
を
行
う

た
め
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
の
新
設
な
ど
の
増
加
要
因

が
あ
る
一
方
で
、
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
に
伴
う
あ
け
よ
温

泉
白
寿
荘
特
別
会
計
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
全
体
で
1.3
％
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
平
成
18
年
度
は
前
年
度
に
引
き
続
き
人
件

費
な
ど
経
常
的
経
費
の
削
減
に
努
め
、
一
般
会
計
で
は
約
30
億
円

（
21
％
）の
建
設
的
な
事
業
費
を
確
保
し
ま
し
た
。 

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
税
制
改
正
に
よ
り
市
民
税
は
増
加
す
る
も

の
の
固
定
資
産
税
は
評
価
替
え
・
地
価
の
下
落
な
ど
に
よ
り
前
年

度
に
比
べ
減
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
三
位
一
体
改
革
に
よ

り
国
の
補
助
金
の
削
減
と
所
得
譲
与
税
に
よ
る
地
方
へ
の
税
源
移

譲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
が
、
財
政
面
で
の
自
由
度
は
高
ま
ら
ず
、

前
年
度
に
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
事

業
に
伴
う
財
源
の
不
足
は
、
基
金
の
取
崩
し
や
市
債
の
発
行
で
対

応
し
ま
す
が
、
将
来
の
市
民
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
計
画
的

な
運
用
に
努
め
ま
す
。 

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
合
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
上
水

道
未
給
水
地
域
解
消
事
業
の
継
続
な
ど
安
全
・
安
心
・
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
事
業
に
対
し
て
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し

ま
し
た
。
地
方
財
政
の
将
来
像
が
依
然
と
し
て
不
透
明
な
中
、
今

後
も
安
定
し
た
地
方
自
治
を
進
め
る
た
め
、
な
お
い
っ
そ
う
市
政

の
合
理
化
と
経
費
の
削
減
に
努
め
ま
す
。 

会　計　名 

一 般 会 計  

特 別 会 計  

あ け よ 温 泉 白 寿 荘 特 別 会 計  

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計  

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計  

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計  

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計  

駐 車 場 事 業 特 別 会 計  

瑞浪中央土地区画整理事業特別会計 

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計  

介 護 サービス事業特別会計  

水 道 事 業 会 計  

予 算 総 額  

18年度予算額 

142億 1,000万円 

113億 5,110万円 

－ 

38億 5,800万円 

30億 7,720万円 

21億 2,080万円 

1億 4,150万円 

2,580万円 

2億 8,500万円 

15億 7,800万円 

2億 1,850万円 

4,630万円 

18億 8,348万円 

274億 4,458万円 

17年度予算額 

145億 6,700万円 

114億 6,950万円 

1億 180万円 

38億 6,960万円 

32億 3,450万円 

19億 8,550万円 

1億 3,560万円 

2,160万円 

3億 4,900万円 

15億 2,990万円 

2億 4,200万円 

－ 

19億 3,280万円 

279億 6,930万円 

伸び率（％） 

△  2.5 

△  1.0 

皆減 

△  0.3 

△  4.9 

6.8 

4.4 

19.4 

△ 18.3 

3.1 

△  9.7 

皆増 

△  2.6 

△  1.9

平成18年度 予算総額 

274億4,458万円 
一般会計は142億1,000万円 

2平成18年４月１日
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一
般
会
計
の
状
況 
一
般
会
計
の
状
況 

歳出（目的別） 

歳出（性質別） 

一般会計歳入 
142億1,000万円 

一般会計歳出 
142億1,000万円 

市税 
46億3,010万円 

民生費 
32億8,655万円 

土木費 
27億885万円 
19.1％ 

義務的経費 
42.0％ 

人件費 
23.5％ 

扶助費 
8.5％ 

公債費 
10.0％ 

物件費 
16.6％ 

繰出金 
11.3％ 

その他　4.2％ 

補助費等　4.6％ 

普通建設事業費 
21.3％ 

その他経費 
36.7％ 

投資的経費 
21.3％ 

公債費 
14億2,092万円 
10.0％ 

教育費 
13億6,269万円 

9.6％ 

総務費 
17億6,801万円　12.4％ 

消防費 
12億2,893万円 
　　　　8.7％ 

衛生費 
11億7,086万円 
　　　　8.2％ 

その他　3億90万円　2.1％ 
ゴルフ場利用税交付金　2億2,500万円　1.6％ 

地方消費税交付金　4億500万円　2.9％ 

地方譲与税　5億4,300万円　3.8％ 

県支出金 
7億2,181万円　5.1％ 

地方交付税 
25億円　17.6％ 

自主財源 
49.5％ 

依存財源 
50.5％ 市債 

12億4,630万円 

国庫支出金 
12億2.848万円 

8.6％ 

8.8％ 

32.6％ 

23.1％ 

諸収入　9億4,550万円　6.7％ 

繰入金　7億7,090万円　5.4％ 
使用料及び手数料　3億　399万円　2.1％ 

分担金及び負担金　2億6,942万円　1.9％ 

その他　1億2,060万円　0.8％ 

その他　2億8,795万円　2.0％ 
諸 支 出 金　3億  825万円　2.2％ 

農林水産業費　3億1,928万円　2.3％ 

商　工　費　3億4,771万円　2.4％ 

歳入 

歳出 

繰 越 金  
財 産 収 入  
寄 附 金  
合 計  

1億円 
1,460万円 
600万円 

1億 2,060万円 

その他の内訳 （自主財源） 

議 会 費  
労 働 費  
予 備 費  
合 計  

1億 9,300万円 
7,495万円 
2,000万円 

2億 8,795万円 

目的別「その他」の内訳 

地 方 特 例 交 付 金  
自 動車取得税交付金  
利 子 割 交 付 金  
配 当 割 交 付 金  
株式等譲渡所得割交付金 
交通安全対策特別交付金 
合 計  

1億 2,690万円 
1億 2,600万円 
2,000万円 
1,000万円 
1,000万円 
800万円 

3億　 90万円 

その他の内訳 （依存財源） 

瑞浪市役所　1 68-21113



　わが国の経済には景気回復の兆しが見え始めていますが、瑞浪市の経済は依然として厳し
い状況にあります。これにより、歳入も増加は見込めず厳しい財政状況が続いています。し
かし、市民の皆さんの生活に密着した都市基盤の整備は引き続き進めていく必要があります。
未給水地域の解消、下水道の拡張、生活幹線道路整備、消防防災施設の充実や学校・保育園
の整備修繕などの事業を継続して実施していきます。そのために、中長期的な財政運営も考
慮してこれらの事業費を複数年度で平準化し、持続可能な予算を策定しました。 

平成18年度の主な事業 平成18年度の主な事業 

健やかな生活 ～健康福祉～ 

安らかな生活 ～生活環境～ 

　介護関連施設の整備補助や障害者の自立・居
宅生活を支援する事業を充実します。また、生
活習慣病の予防・がん検診や、就学前の医療費
助成に加えた義務教育期間中の入院医療費の助
成を継続します。 

福祉医療費助成事業 

身体・知的障害者施設訓練、 

居宅生活支援事業 

民間介護施設等整備補助事業 

放課後児童クラブ事業 

認可外保育所支援事業 

…………２億６，０２３万円 

 

……………２億４，１７７万円 

……５，７５０万円 

………………８１４万円 

………………５０６万円 

主な事業 

　市民の皆さんとの協働による防犯活動を推進
します。また、ごみの減量化につながるリサイ
クルの推進や環境意識の向上を図るため、フェ
アの開催など各種のソフト事業を展開します。
また、コミュニティバスの充実に努めます。 

交通安全施設整備事業 

ごみ資源リサイクル推進事業 

ごみ焼却施設管理事業 

塵芥収集車等購入事業 

バス路線維持対策事業 

青色回転灯を装着した防犯パトロール車 

高齢者と子どもとのふれあい 

………………８００万円 

………２，０１３万円 

………３億５，３５０万円 

………………７００万円 

……………３，０４３万円 

主な事業 

4平成18年４月１日



◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆  

快適な生活 ～都市基盤～ 

ゆとりある生活 ～生涯学習～ 

岐阜県市町村振興補助金で活力あるまちづくり 

魅力ある生活 ～産業経済～ 

　安全・安心で快適なまちづくりのため、
消防防災施設の整備、市道の整備、水道
区域の拡張に引き続き力を入れていきます。
また、より住みよい住環境を整備するため、
下益見地区の区画整理事業を推進します。 

上水道整備事業 

下水道整備事業 

消防庁舎改築事業 

戸狩半原線道路改良事業 

下益見土地区画整理事業 

…………………………８億１，１４４万円 

……………………………８億９３３万円 

………………………７億１，９８０万円 

…………………６億７，５００万円 

…………………１億５，０００万円 

主な事業 

　学校や社会教育施設の整備、教育内容
の充実を推進します。また、幼稚園臨時
教諭や学業援助員を配置し、就学前教育
や学校教育環境のさらなる向上を目指し
ます。一方で、不登校やこころの悩み相
談のための事業を継続します。 

　岐阜県市町村振興補助金は、市町村等が自立的発展を目指して行う事業のうち、意欲的、創造的
な地域づくり事業に交付されます。 
　平成17年度は、花フェスタ2005ぎふ関連事業、企業誘致案内看板設置事業、防火水槽設置事業、
低公害塵芥収集車整備事業、防災資機材整備事業、観光パンフレット作成事業に補助金が充てられ
ました。これらの事業により、地域の活性化と安心で快適な生活基盤が整えられています。 

旧日吉中学校整備事業 

小学校・中学校施設改修事業 

ＡＬＴ活動事業 

歴史の道整備事業 

エネルギー教育推進事業 

………………………６，３００万円 

…………………５，９５０万円 

…………………………………１，６５７万円 

………………………………８８３万円 

…………………………３７９万円 

主な事業 

　産業構造の複合化を推進するほか、中山間地等にお
ける農業の進展を支援し、瑞浪市全域での産業活性化
を促進します。また、陶磁器産業に対しては、国内外
の見本市への出展を積極的に推進し、「みずなみ焼」
の振興に努めます。 

小口融資事業 

企業立地関連事業 

みずなみ焼ブランド確立事業 

市単・県単土地改良事業 

農業振興地域整備計画策定事業 

フランス国際見本市に出展した「みずなみ焼」 

………………………………１億３２万円 

…………………………３，１９６万円 

………………１，４３３万円 

………………………７１６万円 

……………４００万円 

主な事業 

瑞浪市役所　1 68-21115



介
護
保
険 

が
新
し
く
な
り
ま
し
た 
介
護
保
険 

平
成
18
年
４
月
、介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、 

１ 

介
護
予
防 

介
護
予
防 

改
正
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

改
正
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

２ 

公
平
な
負
担 

公
平
な
負
担 

第１段階
 

 
 

第２段階 
 

第３段階 
 

第４段階 
 

第５段階 
 

第６段階 

基準額×0.5
 

 
 
基準額×0.5 
 

基準額×0.75 
 
基準額 
 
基準額×1.25 
 
基準額×1.5

18,700円
 
 
 

18,700円 
 

28,000円 
 

37,400円 
 

46,700円 
 

56,100円 

生活保護受給者および老齢福祉年金受給
者で、世帯全員が市民税非課税の方 
世帯全員が市民税非課税の方で、本人の
合計所得金額と課税年金収入の合計が80
万円以下の方 
世帯全員が市民税非課税の方で、第２段
階に該当しない方 
世帯の誰かに市民税が課税されているが、
本人は市民税非課税の方 
本人が市民税課税で、合計所得金額が
200万円未満の方 
本人が市民税課税で、合計所得金額が
200万円以上の方 

保険料の調整率 
保険料 
（年額） 対象となる方 段　階 

Ｑ  

な
ぜ
介
護
予
防
が
必
要
な
の
？ 

Ａ 

①
「
新
予
防
給
付
」の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た 

　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
支
援
１
、
２
と
認
定
さ

れ
た
方
が
、
今
よ
り
も
状
態
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ま
た
少
し
で
も
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

主
な
サ
ー
ビ
ス
例 

【
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
】 

予
防
訪
問
介
護
・
予
防
通
所
介
護
・
予
防
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど 

【
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
】 

筋
力
向
上
・
転
倒
予
防
・
栄
養
改
善
・
閉
じ
こ
も
り

予
防
・
口
腔
ケ
ア 

②
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
市
役
所
内
に
創
設

さ
れ
ま
し
た 

　
地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
の
推
進
や
介
護
に
関
す
る

様
々
な
相
談
を
受
け
る
総
合
的
な
窓
口
と
な
り
ま
す
。 

　
保
健
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士

な
ど
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。 

主
な
事
業 

【
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】 

介
護
予
防
対
象
者
の
選
定
や
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
策
定
を
行
い
ま
す
。 

【
総
合
相
談
・
支
援
】 

介
護
保
険
だ
け
で
は
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
地
域

資
源
を
利
用
し
た
総
合
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。 

【
権
利
擁
護
、
虐
待
早
期
発
見
・
防
止
】 

高
齢
者
の
人
権
や
財
産
を
守
る
権
利
擁
護
虐
待
防
止

の
拠
点
と
し
て
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用
や
虐
待
の

早
期
発
見
・
防
止
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

【
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
】 

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
や
、
困
難
事
例
な
ど
の
助
言
を
行
い
ま
す
。 

  

③
「
地
域
支
援
事
業
」の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た 

　
ま
だ
介
護
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い
高
齢
者
に
対
し

て
も
、
転
倒
予
防
教
室
な
ど
の
介
護
予
防
事
業
が
行
な

わ
れ
ま
す
。 

主
な
サ
ー
ビ
ス
例 

運
動
機
能
向
上
、
栄
養
改
善
、
口
腔
機
能
向
上
、
閉

じ
こ
も
り
・
う
つ
・
認
知
症
の
予
防
支
援
事
業
を
実

施
し
、
３
カ
月
、
６
カ
月
後
に
状
態
の
改
善
を
評
価

し
ま
す
。 

①
介
護
保
険
料
が
４
月
か
ら
見
直
さ
れ
ま
し
た
　 

　
平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
事
業
計

画
が
策
定
さ
れ
、
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
が
議
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
間
の
給
付
費
を
も
と
に
保

険
料
が
決
定
し
、
瑞
浪
市
の
平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度

ま
で
の
保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
　
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
介
護
の
必
要
の

低
い
方（
要
支
援
・
要
介
護
１
）は
、
予
想
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
方
々
に
は
、
閉
じ
こ

も
り
や
安
静
に
し
す
ぎ
る
こ
と
で
、
徐
々
に
心
身
機
能

が
低
下
す
る
「
廃
用
症
候
群
」
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

生
活
を
活
発
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
「
介
護
予
防
」
を
早
め
に
行
う
こ
と
で
、
状

態
の
改
善
や
悪
化
の
防
止
が
可
能
で
す
。 

　
　
ま
た
、
将
来
の
重
度
の
要
介
護
者
の
増
加
を
抑
え
る

た
め
に
も
、
介
護
予
防
に
重
点
を
置
い
た
し
く
み
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

※
ハ
ー
ト
ピ
ア
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
廃
止
し
、
業

務
は
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。 
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介護予防について 

３ 

介
護
サ
ー
ビ
ス 

介
護
サ
ー
ビ
ス 

　
元
気
な
方
が
な
る
べ
く
要
介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま

た
要
介
護
に
な
っ
て
も
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
新
し
い
介
護
保
険
制
度
」
と
「
地

域
支
援
事
業
」
の
２
本
柱
で
、
高
齢
者
を
連
続
的
に
支
え
て

い
き
ま
す
。 

日常生活で、介助を必要とする度合いの高い人が、生活の維持・
改善を図るために受けるさまざまな介護サービスが受けられます。 

生活機能の低下が中・重度で介護サービスが適切な人 
（要介護1～５） 

「要支援予備軍」向けの介護予防プログ
ラムで保健師等が基本チェックリスト等
を用いて対象者の把握・分析後ケアプラ
ンを作成します。 
主なプログラムは、「運動機能の向上」・「栄
養改善」・「口腔機能の向上」・「閉じこもり
予防」・「認知症予防」・「うつ予防」などです。 

生活機能の低下により要支援へ 
移行する危険性のある人 

一般向けの介護予防事業で、元気な
うちから生涯を通じて、介護予防に
取り組んでもらうよう、健康相談・健
康教育などに取り組みます。 

元気な高齢者 

要支援１・２の人は、介護保険制度の
介護予防サービスの対象者となり
ます。通所系サービスを中心に、必
要に応じて訪問系サービスや福祉
用具等のサービスが利用できます。
なお、サービス費用の一割を利用者
が負担します。 

生活機能の低下が軽く、改善する 
可能性が高い人（要支援１・２） 

　
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、

滞
納
期
間
に
応
じ
次
の
よ
う
な
措

置
が
と
ら
れ
ま
す
。 

〇
１
年
以
上
　
費
用
の
全
額
を
い
っ

た
ん
利
用
者
が
負
担
し
、
申
請

に
よ
り
後
で
保
険
給
付
分（
９
割
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。 

〇
１
年
６
カ
月
以
上
　
保
険
給
付

の
一
部
ま
た
は
全
額
が
一
時
的

に
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。 

〇
２
年
以
上
　
利
用
者
負
担
が
１

割
〜
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。 

◎
問
合
せ 

　
高
齢
介
護
課
　
1
内
線
１
５
４ 

　
認
知
症
を
は
じ
め
、
高
齢
者

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
を

継
続
す
る
た
め
に
は
、
身
近
な

生
活
圏
域
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
を
つ
く
り
、
支
援
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

要
介
護
１
〜
５
、
要
支
援
１
・

２
の
方
の
た
め
に
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
市
町
村
の
裁
量

で
整
備
す
る
、
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

★
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
は 

　
　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス 

【在宅サービス】 
【施設サービス】 

新しいサービス 
【地域密着型サービス】 
原則他市町村のサービスは利用できません。 
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みんなの広場みんなの広場みんなの広場

高
齢
者
宅
で
火
災
予
防
診
断
を
実
施 

半
原
操
り
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会
が
全
国
表
彰 

教
育
実
践
論
文
、優
秀
賞
受
賞
者
ら
を
表
彰 

土岐児童センター 

地域伝統文化功労者表彰 
「半原操り人形浄瑠璃保存会」 

土屋勉会長 

県伝統文化継承功労者表彰 
「美濃歌舞伎保存会」 

小栗幸江さん 

　
３
月
１
日
、
伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会
か
ら
地
域

伝
統
文
化
功
労
者
表
彰
を
受
け
た
「
半
原
操
り
人
形
浄

瑠
璃
保
存
会
」
の
土
屋
勉
会
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
尾

石
教
育
長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
受
賞
は
、
同
保
存
会
が
昭
和
27
年
に
発
足
し

て
以
来
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
発
な
伝
承
保
存
活
動
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
土
屋
会
長
は
「
今
回
の
受
賞
は

地
元
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
今
後
は
新
し
い
演
題

に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。 

　
ま
た
こ
の
日
、
県
伝
統
文
化
継
承
功
労
者
表
彰
を
受

け
た
「
美
濃
歌
舞
伎
保
存
会（
小
栗
榮
輝
会
長
）」
の
小

栗
幸
江
さ
ん
も
市
役
所
を
訪
れ
受
賞
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。 

　
尾
石
教
育
長
は
「
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

瑞
浪
に
あ
る
こ
の
よ
う
な
伝
統
文
化
を
ま
す
ま
す
大
切

に
し
て
い
き
た
い
」
と
受
賞
を
た
た
え
ま
し
た
。 

　
２
月
28
日
、
３
月
１
日
か
ら
の
「
春
季
火
災
予
防
運

動
」
を
前
に
、
消
防
本
部
の
署
員
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
の

会
員
ら
が
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
宅
を
訪
れ
、
火
災
予
防

診
断
を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
本
部
で
は
、
建
物
火
災
発
生
の
割
合
が
多
い
高
齢

者
を
対
象
に
、
毎
年
同
運
動
に
合
わ
せ
て
火
災
予
防
診

断
を
実
施
し
て
お
り
、
署
員
ら
は
「
コ
ン
セ
ン
ト
に
付

い
た
ほ
こ
り
を
ま
め
に
取
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」

「
な
る
べ
く
火
災
防
止
装
置
の
付
い
た
コ
ン
ロ
を
使
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
注
意
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
し
た
。 

　
診
断
を
受
け
た
お
年
寄
り
は
、
「
指
導
を
受
け
た
こ

と
を
守
っ
て
、
火
災
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
３
月
２
日
、
市
教
育
研
究
所
が
実
施
し
た
「
教
育
実

践
論
文
」
の
表
彰
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、
優
秀
賞
な

ど
を
受
賞
し
た
20
人
の
教
諭
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
論
文
は
、
教
育
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、
同
研

究
所
が
市
内
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
教
諭
か
ら
論
文

を
募
集
し
、
今
年
は
１
年
間
の
実
践
を
ま
と
め
た
論
文
、

120
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
表
彰
式
で
尾
石
教
育
長
は
「
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
先
生
方
が
力
を
付
け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
力
も
付
い
て
き
ま
す
。
今
後
も
毎
日
の
実
践
の
中

で
研
究
し
、
瑞
浪
教
育
の
発
展
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」

と
講
評
し
ま
し
た
。 
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みんなの広場みんなの広場

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ク
新
た
に
２
社
が
進
出 

公
共
施
設
見
学
会
、懐
か
し
い
麦
ご
飯
に
感
激 

少
年
柔
道
、瑞
浪
修
徳
館
が
総
合
優
勝
に 

土岐児童センター土岐児童センター 土岐児童センター 

熊谷将弥ちゃん 
（３歳） 
釜戸町 

伊藤嘉洋ちゃん 
（３歳） 
土岐町 

まさや よしひろ 

　
「
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ク
雇
用
情
報
」
は
、
市
役

所
企
業
誘
致
室
1
内
線
４
６
９
、
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

多
治
見
1
22‐
３
３
８
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
３
月
15
日
号
「
み
ん
な
の
広
場
」
子
ど
も
の
写
真
、
樽

上
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
陶
児
童
館
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

　
３
月
３
日
、
山
田
町
で
分
譲
中
の
工
業
団
地
「
瑞
浪

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ク
」
へ
新
た
に
進
出
す
る
２

社
と
の
立
地
協
定
締
結
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
新
た
に
進
出
す
る
の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
・
潤

滑
油
製
造
の
「
大
澤
ワ
ッ
ク
ス
株
式
会
社（
大
澤
昌
良

代
表
取
締
役
社
長
）」
と
食
品
ラ
ミ
ネ
ー
ト
パ
ッ
ク
印

刷
製
造
・
販
売
の
「
日
栄
産
業
株
式
会
社（
黒
須
功
代

表
取
締
役
）」
の
２
社
で
す
。 

　
締
結
式
で
は
、
地
元
企
業
の
活
用
、
市
民
の
雇
用
に

配
慮
す
る
な
ど
を
定
め
た
協
定
書
に
そ
れ
ぞ
れ
が
署
名

し
た
後
、
　
嶋
市
長
が
「
両
者
と
の
締
結
は
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。
瑞
浪
経
済
の
振
興
の
た
め
に
ご
尽
力

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
３
月
16
日
、
「
市
内
公
共
施
設
見
学
会
」
が
行
わ
れ
、

一
般
公
募
よ
る
市
民
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
広
聴
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
政
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
同
見
学
会
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
竜
吟
の
森
に
あ
る
自
然
ふ
れ
あ
い
館
を

は
じ
め
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
瑞
浪
超
深
地
層
研
究

所
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内
で
給
食
が
始
ま
っ

た
歴
史
や
、
食
器
に
は
地
元
の
み
ず
な
み
焼
を
使
用
し
、

食
材
も
地
元
の
野
菜
を
取
り
入
れ
て
い
る
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
後
、
参
加
者
は
ち
く
わ
の
お
好
み
揚
げ
や
か

き
玉
汁
な
ど
の
献
立
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
３
月
５
日
、
「
伊
藤
杯
争
奪
　
第
35
回
東
濃
地
区
少

年
柔
道
大
会
」
が
明
世
町
の
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
に
は
、
多
治
見
市
か
ら
中
津
川
市
ま
で
の

道
場
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
か
ら
、
11
団
体
・
450
人

が
出
場
し
、
小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
学
年
別

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

▼
総
合
優
勝（
瑞
浪
修
徳
館
）、
総
合
２
位（
付
知
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
総
合
３
位（
福
岡
町
柔
道
倶
楽
部
） 

お
詫
び
と
訂
正 
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市では臨時職員（日々雇用職員）の登録を随時受付
ています。
■一般事務・労務職

・勤 務 先 市内の公共施設等
・賃　　金 日額5,800円（労務職については職種に

より金額の差あり）
・申し込み 市販の履歴書を秘書課へ提出
◎問合せ 秘書課　1内線314・317
■保育士・幼稚園教諭

・資　　格 保育士・幼稚園教諭の両資格を有する
・勤 務 先 市内の保育園・幼稚園
・賃　　金 日額7,130円
・申し込み 市販の履歴書と資格免許証の写しを子

育て支援課へ提出
◎問合せ 子育て支援課　1内線103

◆応募資格

・一般、技術 20歳以上の26歳未満の者
22歳未満の者は大卒（見込み含む）

１次試験期日　５月20日（土）・21日（日）
・歯科、薬剤 専門大卒（見込み含む）

20歳以上30歳未満の者
１次試験期日　５月20日（土）
・受付期間 ５月12日（金）まで
※試験会場は東濃西部総合庁舎を予定
※年齢起算日は平成19年４月１日現在
◎問合せ 自衛隊岐阜地方連絡部多治見事務所

122-6024

◆平成18年度「みずなみかたりべの会」会員募集

あなたもふるさとの歴史や文化について学び、語
り部として活躍してみませんか。
・開講日 ４月15日（土）９時～（毎月第３土曜）
・会　場 総合文化センター
・内　容 市内史跡ウォーキングマップ作り

歴史講座・野外探訪等
・参加費 500円程度
◆「こいのぼり」を集めています

５月の連休に市民公園で開催されます「こいのぼ
り祭」で使用するこいのぼりを集めています。
ご家庭などで不要になったこいのぼりがありまし

たら、ぜひ寄付してください。
◎申込・問合せ 文化課（化石博物館） 168-7710

在宅の重度心身障害者（児）の方に、タクシーの基
本料金が助成される乗車券を交付します。
・対象者 身体障害者手帳１・２級、療育手帳A・
A１・A２、精神障害者保健福祉手帳１級所持者

・交付枚数 １カ月あたり２枚（年間最大24枚）
・申請方法 障害者手帳、印鑑を持参のうえ、社会
福祉課へお越しください。

※ただし、自動車税等の減免を受けている方、リフ
ト付福祉タクシーを利用している方、施設等に入
所している方は対象となりません。
◎問合せ 社会福祉課　1内線102

一般の方を対象に「科目履修生」を募集します。
【情報処理】（定員10人）
・期日 半年間（前期：５月～９月）週１回（火曜日）
・時間 15時15分～16時55分
・内容 表計算ソフトの基礎・応用

【異文化理解】（定員10人）
・期日 １年間（５月～２月）、週１回（水曜日）
・時間 18時～19時30分
・内容 外国人講師らとの英会話や文化を学ぶ

○費　　用 半期：1,560円、年間3,120円
プラス教材費実費

○申込期限 ４月４日（火）～20日（木）
○提出書類 本校指定の申込書、身元を証明できる

もの（運転免許証の写し等）
※詳しくは下記までお問い合わせください。
◎申込・問合せ 東濃フロンティア高等学校

担当：佐橋　155-4151

適正な契約小作料を設定するための目安として、
全国的に標準小作料が設けられています。
今年は３年ごとの改訂の年に当たり、平成18年４
月１日から次のとおり、標準額を定めましたので、
小作料の目安としてご利用ください。

◎問合せ 農業委員会事務局　1内線477

重度心身障害者（児）福祉タクシー乗車券交付

東濃フロンティア高等学校「科目履修生」募集

10平成18年４月１日

瑞浪市臨時職員登録のお知らせ

自衛官募集（一般幹部候補生）

文化課からのお知らせ
標準小作料が改訂されました

農地の区分 小作料の標準額 

10㌃当たり 
　　　5,000円 

ほ場整備 
完了田 

田 

畑 

作業効率の高い 
整備された水田 
（作付け面積） 

10㌃当たり 
　　　1,500円 

ほ場整備 
未完了田 

作業効率の低い 
水田 

（作付け面積） 

10㌃当たり 
　　　1,000円 普通畑 一般野菜畑 

（特殊畑は除く） 

内　　容 



ハートピア（市民福祉センター）相談室
◆行政相談 市民課　1内線105

日時…４月10日（月）13時～16時
◆人権相談 市民課　1内線105

日時…４月20日（木） 13時30分～16時30分
◆弁護士による無料法律相談 市民課 1内線105

＊５月18日（木）開催の相談は、４月21日（金）
から先着８人まで、電話にて予約を受付けます。

◆結婚相談 市民課　1内線105
日時…４月５日（水）・12日（水）・23日（日）

10時～16時
◆心配ごと相談 社会福祉協議会　168-4148

日時…毎週月曜日　10時～15時
◆高齢者・障害者権利擁護相談

ハートピア　168-4148
日時…４月６日（木）13時30分～16時

市役所１階市民相談室
◆身体障害者相談 社会福祉課　1内線102
日時…４月７日（金）９時～12時

◆住宅修繕相談 都市計画課　1内線247
日時…４月18日（火）10時～15時

◆移動家庭児童相談 子育て支援課　1内線160
・陶児童館　４月５日（水）10時～12時
・子育て支援センター（稲津保育園内）

４月５日（水）13時30分～15時30分
・樽上児童センター（ハートピア内）

４月12日（水）10時～12時
・子育て支援センター（みどり保育園内）

４月12日（水）13時30分～15時30分

勤労青少年ホーム
◆母子相談 こぶし相談室　168-9811
日時…４月４日（火） ９時～15時
（相談日以外は子育て支援課1内線160）

◆不登校を考える親の会 適応教室　168-9811
日時…４月12日（水） 19時～21時

共同福祉施設（サンライズ）

◆教育相談 167-3338
日時…毎週火・金曜日　13時～17時

（相談日以外は学校教育課　1内線488）

子育て中の親子が集い、おしゃべりをしたりあそ
んだりして育児の悩みや不安を解消しませんか。

◆愛モア（みどり保育園内　166-1325）
・４月14日（金）：０歳児親子ふれあい体操
対象児　首がすわった位～１歳の誕生日位まで
◆おんぶにだっこ（稲津保育園内　166-1064）
・４月25日（火）：親子あそび
対象児　１歳～２歳の誕生日位まで

・４月26日（水）：０歳児親子ふれあい体操
対象児　首がすわった位～１歳の誕生日位まで

・４月28日（金）：親子あそび
対象児　２歳～就園前

＊上記いずれも10時開催で、４/14・26はバスタオ
ルなど敷物を持参してください。

＊４/25・28の親子あそびは事前に電話もしくは直
接申し込んでください。

◎幼児虐待通報電話 166-1325

相 談 コ ー ナ ー
（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）（４月分）

○市県民税（特別徴収） ３月分 ４月10日（月）
○固定資産税 １期分 ５月１日（月）
○国民健康保険料 ４月分 ５月１日（月）
○保育料 ４月分 ５月１日（月）
○水道料金・下水道使用料 ３月分 ５月１日（月）
○市営住宅使用料 ４月分 ５月１日（月）
○介護保険料 ４月分 ５月１日（月）

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）

４月３日（月）・９日（日）・15日（土）・21日（金）
・27日（木）
※４月１日より、斎場利用料金及び開場時間の一
部が変更になります。詳しくは、市民課までお
問い合わせください。

斎場のお休み 市民課　1内線105

「子育て支援センター」からのお知らせ

応募資格 
 
 
 
応募期間 

◆市内に住所また勤務地があり、かつ、市税等を滞納していない方 
◆現に同居または同居しようとする親族があり、世帯を構成する方 
☆印については、単身で入居できる場合があります。 
◆現に住宅に困窮し、収入基準に適合する方 
４月３日（月）～４月６日（木） 
※お問い合せには、平成16年分、平成17年分の所得の分かる書類をご用
意ください。 

団地名 

市営住宅入居者募集 市営住宅入居者募集 管財課  1内線324管財課  1内線324

所在地 形式 募集数 構造 

竜　吟 

下山田 

名　滝 

釜戸町 

山田町 

土岐町 

☆２DK 
３K 

☆２DK
 

 
３DK 
☆２DK 
３DK

１ 
１ 
１ 
２ 
１ 
１ 
１ 

簡平 
簡平 
簡平 
簡２ 
簡２ 
簡２ 
簡２ 

建築年 
S41 
S41 
S45 
S46、S50 
S50 
S49 
S49

家賃 敷金 
入
居
さ
れ
る
方
す
べ
て
の
収
入
・
住
居
の

規
模
・
構
造
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。 

※上記以外の入居者募集はおこなっておりません。 

家
賃
の
３
カ
月
分 

瑞浪市役所　1 68-211111

愛モアサロン（みどり保育園子育て支援センター）
・クラス ０歳～１歳の誕生日：第１・３・４金曜日

１歳～２歳の誕生日：第１・２・３木曜日
２歳～就園前：第１・２・３火曜日

・時　間 ９時30分～12時
おんぶにだっこサロン（稲津保育園子育て支援センター）
・クラス ０歳～１歳の誕生日：第１・２・３水曜日

１歳～２歳の誕生日：第１・２・３火曜日
２歳～就園前：第１・２・３金曜日

・時　間 ９時30分～12時



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

広報みずなみは、瑞浪市ホームページでご覧になれます。 

麻しん・風しん混合予防接種 

がん検診（医療機関検診）について 

ＢＣＧ予防接種 

＜平成18年度予防接種指定医療機関一覧（乳幼児）＞ 
平成18年４月１日～平成19年３月31日  

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

12時30分開始 

３歳児健康診査 
＊健診終了後希望者に
歯みがき教室を実施し 
ます 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
※汚れてもいい服装で 
　おいでください 

母子健康手帳・早朝尿（50cc） 
問診表及びアンケート 
歯ブラシ・コップ・タオル 
※保護者の歯科健診等 
　同時に実施します。 

平成15年４月１日～ 
　　　４月15日生まれ 

平成15年４月16日～  
　　　４月30日生まれ 

９時～11時 

４月21日（金） 

４月28日（金） 

第１子は13時集合 
第２子以上は 
13時30分～13時50分受付 

平成17年12月生まれ ４月25日（火） ４カ月児健康診査  
母子健康手帳 
アンケート 

平成15年10月生まれ ２歳６カ月児歯みがき教室 

平成16年４月生まれ ４月24日（月） 

４月17日（月） 

平成14年10月生まれ ３歳６カ月児歯みがき教室 ４月19日（水） 

平成14年４月生まれ ４歳児歯みがき教室 

平成13年10月生まれ ４歳６カ月児歯みがき教室 
４月20日（木） 

２歳児歯みがき教室 

【対象者】平成17年４月生まれ 
※満２歳（24カ月）未満で、まだ麻しん、風しん予防接種をど
ちらも接種していない児も含む。 

【接種方法】 
①４カ月児健診でお渡ししたはがきを４月25日（火）まで
に保健センターへ提出してください。 

②５月１日（月）以降に、希望した指定医療機関（右表）へ直接
電話で予約してください。 

③予診票と母子健康手帳を予約した医療機関に持参し、接種
してください。（予診票のない方は、医療機関にあります） 
※満２歳（24カ月）未満で、麻しんと風しんのどちらか一方を
接種していない児は保健センターへご連絡ください。 

【子宮（頚部）がん検診】 
20歳以上の女性（検査内容：問診、視診、内診、細胞診） 
【前立腺がん検診】 
50歳以上の男性（検査内容：問診、血液検査） 

医療機関名 
東濃厚生病院 
高村耳鼻咽喉科 
 
瑞 浪 病 院  
 
 

セ オ 医 院  
 
 
佐々木外科医院 
 

宮川クリニック  
 

岩 島 医 院  
 
明生クリニック 

とよだ小児科クリニック 
 
タ ル ミ 医 院  
 
嶋崎内科医院 

勝 股 医 院  
 
広瀬クリニック  
玉 田 医 院  

西 尾 医 院  
 
塚田婦産科院  
大 湫 病 院  

受入れ時間 
火・水・木　　　　14：00 
土　　　　14：00～15：00 
月・水・金・土 
　　　　　11：30～12：30 
　　　　　16：30～17：00 
月・火・水・金 
　　　　　７：00～12：00 
　　　　　16：00～19：00 
木・土　　７：00～12：00 
水・木　　13：00～16：00 
月・火・水・金　　　　　
　　　　　12：00～12：30 
　　　　　15：30～16：00 
木・土　　12：00～12：30 
月・水・金 
　　　　　12：00～12：30 
火・金　　17：00～17：30 
月・火・木・金 
　　　　　15：00～15：30 
月・火・水・金 
　　　　　14：00～16：00 
月・火　　14：00～15：00 
月・火・木・金 
　　　　　12：00～12：30 
月・火・木・金 
　　　　　15：30～16：00 
木・金　　15：30～17：00 
月　　　　16：00～17：00 
土　　　　12：00～12：30 
月・火・木・金 
　　　　　14：00～15：00 
月～金　　13：00～17：00

電話 
68-4111 
67-1187 
 

67-1221 
 
 

68-2733  
 

68-2817 
 

68-2959  
 

68-6116  
68-0068 

66-2250 
 

67-1732  
67-2363 

68-8896 
 

66-2112  
69-2005 

65-2701 
 

63-2002  
63-2231

※申し込んだ医療機関を変更することはできません。 

・市内指定医療機関にて受診できます。（期間：４月～12
月　自己負担：各500円） 

・受診を希望される方は、保健センターへご連絡ください。
受診票を発行します。 

※今まで登録されている方には、順次受診票を送付してい
きます。 

4月17日（月） ◆場　　所　保健センター ◆受付時間　13時30分～14時30分 

【対象者】平成18年１月生まれ 
（満６カ月未満でまだ接種していない児も含む） 
＊母子健康手帳を持参してください。 
＊予診票は、接種当日にお渡しします。 
＊体温は会場で測定します。 
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